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(57)【要約】
【課題】基地局側で、参照信号の測定結果を正確に取得
可能とする。
【解決手段】参照信号の測定方法、基地局、ＵＥを提供
し、該測定方法において、基地局は、ＵＥを無線リソー
ス管理測定を用いて構成する場合、干渉除去について参
照信号を処理するか否かを表示する表示情報をＵＥに送
信し、基地局は、ＵＥから送信された無線リソース管理
測定の結果を受信する。これにより基地局側では、ＵＥ
側で干渉除去を行っているか否かを知ることができ、参
照信号の測定結果を正確に取得することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　参照信号の測定方法であって、
　基地局は、ＵＥを無線リソース管理測定を用いて構成する場合、干渉除去について参照
信号を処理するか否かを表示する表示情報を、前記ＵＥに送信し、
　前記基地局は、前記ＵＥから送信された無線リソース管理測定の結果を受信する、
　参照信号の測定方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の測定方法であって、前記基地局はマクロ基地局であり、前記ＵＥは該
マクロ基地局のもとで通信し、
　前記マクロ基地局は、前記ＵＥの測定対象がＡＢＳ（Almost Blank Subframe）を用い
て構成されるとき、前記ＵＥに前記表示情報を送信する、測定方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の測定方法であって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥは
該マイクロ基地局のもとで通信し、
　前記マイクロ基地局は、前記ＵＥの測定対象がサービングセルであるとき、前記ＵＥに
前記表示情報を送信する、
　測定方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の測定方法であって、前記表示情報は、CellsToAdd
Mod IEに付加される１ビット情報である、測定方法。
【請求項５】
　参照信号の測定方法であって、
　ＵＥは、該ＵＥが参照信号に対する無線リソース管理測定を行う場合、干渉除去の処理
を使用するか否かを選択し、
　前記基地局に、無線リソース管理測定の結果と、干渉除去の処理が行われたか否かを表
示する表示情報とを送信する、
　参照信号の測定方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の測定方法であって、前記基地局はマクロ基地局であり、前記ＵＥは該
マクロ基地局のもとで通信し、前記ＵＥの測定対象は、ＡＢＳ（Almost Blank Subframe
）を用いて構成されるマイクロ基地局である、測定方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の測定方法であって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥは
該マイクロ基地局のもとで通信し、前記ＵＥの測定対象はサービングセルである、測定方
法。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか一項に記載の測定方法であって、前記表示情報は、measResult
 IEに付加された１ビット情報である、測定方法。
【請求項９】
　参照信号の測定方法であって、
　基地局は、ＵＥをチャネル状態情報を用いて構成する場合、複数構成のサブフレームセ
ットに相当する複数の表示情報であって干渉除去について参照信号の処理を行うか否かを
表示する複数の表示情報を、ＵＥに送信し、
　基地局は、ＵＥから送信されたチャネル状態情報の結果を受信する、
　参照信号の測定方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の測定方法であって、基地局はマイクロ基地局であり、ＵＥは該マイク
ロ基地局のもとで通信し、前記複数構成のサブフレームセットは、csi-SubframePatternC
onfig-r10 IE内において前記マイクロ基地局により構成された２つのサブフレームセット
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、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、であり、前記複数の表
示情報は、前記csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10でそれぞれ
採用される１ビット情報である、測定方法。
【請求項１１】
　参照信号の測定方法であって、
　ＵＥは、基地局から送信された使用可能なＡＢＳ（available Almost Blank Subframe
）セットを受信し、
　前記使用可能なＡＢＳセットと複数構成のサブフレームセットとに基づいて参照信号に
対しチャネル状態情報測定を行うとき、干渉除去の処理を行うか否かを決定し、
　ＵＥは、チャネル状態情報測定の結果を前記基地局に送信する、
　参照信号の測定方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の測定方法であって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥ
は該マイクロ基地局のもとで通信し、
　前記複数構成のサブフレームセットは、csi-SubframePatternConfig-r10 IE内において
前記マイクロ基地局により構成された２つのサブフレームセット、csi-MeasSubframeSet1
-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、である、測定方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の測定方法であって、前記使用可能なＡＢＳセットと前記複数構成の
サブフレームセットとに基づいて参照信号に対しチャネル状態情報測定を行うとき、干渉
除去の処理を行うか否かの前記の決定によって、
　csi-MeasSubframeSet1-r10と使用可能なＡＢＳセットとの交点（inetrsection）が空（
empty）でない場合、前記ＵＥは、csi-MeasSubframeSet1-r10の測定において干渉除去の
処理を使用するか、または、
　csi-MeasSubframeSet2-r10と使用可能なＡＢＳセットとの交点が空でない場合、csi-Me
asSubframeSet2-r10の測定において干渉除去の処理を使用する、 
　測定方法。
【請求項１４】
　参照信号の測定方法であって、
　基地局は、ＵＥをチャネル状態情報測定を用いて構成する場合、前記ＵＥに対して構成
された使用可能なＡＢＳをＵＥに送信し、
　前記基地局は、前記ＵＥから送信されたチャネル状態情報測定の結果を受信する、
　参照信号の測定方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の測定方法であって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥ
は該マイクロ基地局のもとで通信し、該ＵＥを前記の測定をもって構成するとき、該マイ
クロ基地局は、RadioResourceConfigDedicated内に使用可能なＡＢＳセットを構成し、
　前記マイクロ基地局は、csi-SubframePatternConfig-r10 IE内に２つのサブフレームセ
ット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、を構成する、
　測定方法。
【請求項１６】
　基地局であって、
　ＵＥが無線リソース管理（Radio Resource Management）測定を用いて構成される場合
、干渉除去について参照信号を処理するか否かを表示する表示情報を送信するように構成
される情報送信部、および
　前記ＵＥから送信された前記無線リソース管理測定の結果を受信するように構成される
結果受信部、
　を有する基地局。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の基地局であって、前記基地局はマクロ基地局であり、前記ＵＥは該
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マクロ基地局のもとで通信し、
　前記情報送信部は、前記ＵＥの測定対象がＡＢＳ（Almost Blank Subframe）を用いて
構成されるマイクロ基地局であるとき、前記ＵＥに前記表示情報を送信する、基地局。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の基地局であって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥは
該マイクロ基地局のもとで通信し、
　前記情報送信部は、前記ＵＥの測定対象がサービングセルであるとき、前記表示情報を
前記ＵＥに送信する、基地局。
【請求項１９】
　ＵＥであって、
　参照信号に対して無線リソース管理測定を行う場合、干渉除去の処理を行うか否かを選
択するように構成される信号測定部、および
　前記無線リソース管理測定の結果と前記干渉除去の処理が行われたか否か表示する表示
情報とを、基地局に送信するように構成される結果送信部、
　を有するＵＥ。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のＵＥであって、前記基地局はマクロ基地局であり、前記ＵＥは該マ
クロ基地局のもとで通信し、前記ＵＥの測定対象は、ＡＢＳ（Almost Blank Subframe）
を用いて構成されるマイクロ基地局である、ＵＥ。
【請求項２１】
　請求項１９に記載のＵＥであって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥは該
マイクロ基地局のもとで通信し、前記ＵＥの測定対象はサービングセルである、ＵＥ。
【請求項２２】
　基地局であって、
　ＵＥがチャネル状態情報測定を用いて構成される場合、複数構成のサブフレームセット
に相当する複数の表示情報であって干渉除去について参照信号を処理するか否かを表示す
る複数の表示情報を前記ＵＥに送信するように構成される情報送信部、および
　前記ＵＥから送信される前記チャネル状態情報測定の結果を受信するように構成される
結果受信部、
　を有する基地局。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の基地局であって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥは
該マイクロ基地局のもとで通信し、前記複数構成のサブフレームセットは、csi-Subframe
PatternConfig-r10 IE内において前記マイクロ基地局により構成された２つのサブフレー
ムセット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、であり、前記
複数の表示情報は、前記csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10で
それぞれ採用される１ビット情報である、基地局。
【請求項２４】
　ＵＥであって、
　基地局から送信された使用可能なＡＢＳセットを受信するように構成される情報受信部
、
　前記使用可能なＡＢＳセットと複数構成のサブフレームセットとに基づいて、参照信号
に対するチャネル状態情報測定を行う場合、干渉除去の処理を使用するか否かを決定する
ように構成される信号測定部、および
　前記チャネル状態情報測定の結果を前記基地局に送信するように構成される結果送信部
、
　を有するＵＥ。
【請求項２５】
　請求項２４に記載のＵＥであって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥは該
マイクロ基地局のもとで通信し、前記複数構成のサブフレームセットは、csi-SubframePa
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tternConfig-r10 IE内において前記マイクロ基地局により構成された２つのサブフレーム
セット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、である、ＵＥ。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のＵＥであって、前記信号送信部を、
csi-MeasSubframeSet1-r10と使用可能なＡＢＳセットとの交点（inetrsection）が空（em
pty）でない場合、前記csi-MeasSubframeSet1-r10の測定において干渉除去の処理を使用
するか、または、
　前記csi-MeasSubframeSet2-r10と前記使用可能なＡＢＳセットとの交点が空でない場合
、前記csi-MeasSubframeSet2-r10の測定において干渉除去の処理を使用する、ように構成
する、ＵＥ。 
【請求項２７】
　基地局であって、
　ＵＥをチャネル状態情報測定を用いて構成する場合、前記ＵＥに対して構成した使用可
能なＡＢＳセットを、前記ＵＥに送信するように構成される情報送信部、および
　前記ＵＥから送信された前記チャネル状態情報測定の結果を受信するように構成される
結果受信部、
　を有する基地局。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の基地局であって、前記基地局はマイクロ基地局であり、前記ＵＥは
該マイクロ基地局のもとで通信し、該マイクロ基地局は、ＡＢＳ（Almost Blank Subfram
e）セットをRadioResourceConfigDedicated内に構成し、前記マイクロ基地局は、csi-Sub
framePatternConfig-r10 IE内に２つのサブフレームセット、csi-MeasSubframeSet1-r10
および csi-MeasSubframeSet2-r10、を構成する、基地局。
【請求項２９】
　請求項１～４、９、１４または１５のいずれか一項に記載の測定方法における基地局に
適用するコンピュータ読み取り可能なプログラムであって、
　参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させる、
　コンピュータ読み取り可能なプログラム。
【請求項３０】
　請求項１～４、９、１４または１５のいずれか一項に記載の測定方法における基地局に
おいて適用するコンピュータ読み取り可能なプログラムを格納する記録媒体であって、
　参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させるコンピュータ読み取り可能なプ
ログラムを格納する記録媒体。
【請求項３１】
　請求項５～８、１１～１３のいずれか一項に記載の測定方法におけるＵＥに適用するコ
ンピュータ読み取り可能なプログラムであって、
　参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させる、
　コンピュータ読み取り可能なプログラム。
【請求項３２】
　請求項５～８、１１～１３のいずれか一項に記載の測定方法におけるＵＥに適用するコ
ンピュータ読み取り可能なプログラムを格納する記録媒体であって、
　参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させるコンピュータ読み取り可能なプ
ログラムを格納する記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野、特に、参照信号の測定方法、基地局およびＵＥに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）システムのもとでのＵＥカバレッジを改善し
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、システムのスループットおよびＵＥのデータ伝送レートを改善するために、ヘテロジニ
アス・ノードが導入されている。例えば、ヘテロジニアス・ノードは、ホームｅＮｏｄｅ
Ｂ（ＨｅＮＢ）やホットスポットを包むピコセル等である。これらのヘテロジニアス・ノ
ードは、比較的フレキシブルなネットワーキング手法により、比較的低い送信電力で特定
のエリアもしくはＵＥをカバーするものである。
【０００３】
　図１は、ヘテロジニアス・ネットワークにおいて、マクロセルとピコセルとが共存する
場合を図解的に示す図である。図１に示すように、マクロｅＮＢはマクロＵＥと通信でき
、マイクロｅＮＢ（例えばピコｅＮＢのようなものであるがこれに限定しない）はマイク
ロＵＥ（例えばピコＵＥのような）と通信できる。もしピコセルがカバレッジ拡張技術を
採用するならば、マクロｅＮＢのダウンリンク伝送が、ピコセルのダウンリンク伝送に対
して強い干渉をもたらす可能性があり、そして、ピコセルのセル範囲拡張（ＣＲＥ：Cell
 Range Expansion）エリア内のＵＥは、マクロセルの比較的強い干渉によって影響を受け
る。
【０００４】
　最近ではマクロセルｅＮＢは、あるサブフレームをＡＢＳ（Almost Blank Subframe）
内に形成することができる。ＡＢＳにおいて、定格電力が共通参照シンボルによって使用
されたりまた伝送用微小コントロールチャネルに必要な場合を除いて、伝送のためにある
いは他の物理リソースの位置で電力を送らないためにリソースが空になった場合、低電力
が使用される。
【０００５】
　ところが発明者らは次のことを見出した。すなわち、既存のＡＢＳにおいては、参照信
号を測定する場合、基地局側では、ＵＥ側で干渉除去（interference cancellation）の
処理を行ったのか否かを知ることができない。したがって基地局側では、参照信号の測定
結果を正確に取得することができない。
【０００６】
　なお上述した背景技術の記述は、単に当業者にとって本願の開示が明快に説明されるよ
うに、かつ理解が容易になるようにするための記述であることに留意されたい。一方、上
記の課題が本願の背景技術において説明されていることから、当業者にとってそれが公知
の事項であると理解すべきではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　基地局側では、ＵＥ側で干渉除去の処理を行ったのか否かを知ることができない。した
がって基地局側では、参照信号の測定結果を正確に取得することがでない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　開示された実施例は、参照信号の測定方法と、基地局と、ＵＥを提供する。
　実施形態の一側面によれば、参照信号の測定方法が提供されその方法は、
　基地局は、ＵＥを無線リソース管理測定を用いて構成する場合、干渉除去について参照
信号を処理するか否かを表示する表示情報を、ＵＥに送信し、
　基地局は、ＵＥから送信された無線リソース管理測定の結果を受信する。
【０００９】
　実施形態の他の一側面によれば、参照信号の測定方法が提供されその方法は、
　ＵＥは、ＵＥが参照信号に対する無線リソース管理測定を行う場合、干渉除去の処理を
使用するか否かを選択し、
　基地局に、無線リソース管理測定の結果と、干渉除去の処理が行われていることを表示
する表示情報とを送信する。
【００１０】
　実施形態のさらなる一側面によれば、参照信号の測定方法が提供されその方法は、
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　基地局は、ＵＥをチャネル状態情報を用いて構成する場合、複数構成のサブフレームセ
ットに相当する複数の表示情報であって干渉除去について参照信号の処理を行うか否かを
表示する複数の表示情報を、ＵＥに送信し、
　基地局は、ＵＥから送信されたチャネル状態情報の結果を受信する。
【００１１】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、参照信号の測定方法が提供されその方法は、
　ＵＥは、基地局から送信された使用可能なＡＢＳ（available Almost Blank Subframe
）セットを受信し、
　使用可能なＡＢＳセットと複数構成のサブフレームセットとに基づいて、参照信号に対
しチャネル状態情報測定を行うとき、干渉除去の処理を行うか否かを決定し、
　ＵＥは、チャネル状態情報測定の結果を基地局に送信する。
【００１２】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、参照信号の測定方法が提供されその方法は、
　基地局は、ＵＥをチャネル状態情報測定を用いて構成する場合、ＵＥのために構成され
た使用可能なＡＢＳをＵＥに送信し、
　基地局は、ＵＥから送信されたチャネル状態情報測定の結果を受信する。
【００１３】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、基地局が提供され、下記の構成要素を含む。
　ＵＥが無線リソース管理（ＲＲＭ：Radio Resource Management）測定を用いて構成さ
れる場合、干渉除去について参照信号を処理するか否かを表示する表示情報を送信するよ
うに構成される情報送信部、および
ＵＥから送信された無線リソース管理測定の結果を受信するように構成される結果受信部
。
【００１４】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、ＵＥが提供され、下記の構成要素を含む。
　参照信号に対して無線リソース管理測定を行う場合、干渉除去の処理を行うか否かを選
択するように構成される信号測定部、および
　無線リソース管理測定の結果と干渉除去の処理が行われたか否か表示する表示情報とを
、基地局に送信するように構成される結果送信部。
【００１５】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、基地局が提供され、下記の構成要素を含む。
　ＵＥがチャネル状態情報測定を用いて構成される場合、複数構成のサブフレームセット
に相当する複数の表示情報であって干渉除去について参照信号を処理するか否かを表示す
る複数の表示情報をＵＥに送信するように構成される情報送信部、および
　ＵＥから送信されるチャネル状態情報測定の結果を受信するように構成される結果受信
部。
【００１６】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、ＵＥが提供され、下記の構成要素を含む。
　基地局から送信された使用可能なＡＢＳセットを受信するように構成される情報受信部
、
　使用可能なＡＢＳセットと複数構成のサブフレームセットとに基づいて、参照信号に対
するチャネル状態情報測定を行う場合、干渉除去の処理を使用するか否かを決定するよう
に構成される信号測定部、および
　チャネル状態情報測定の結果を基地局に送信するように構成される結果送信部。
【００１７】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、基地局が提供され、下記の構成要素を含む。
　ＵＥをチャネル状態情報測定を用いて構成する場合、ＵＥに対して構成した使用可能な
ＡＢＳを、ＵＥに送信するように構成される情報送信部、および
　ＵＥから送信されたチャネル状態情報測定の結果を受信するように構成される結果受信
部。
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【００１８】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、コンピュータ読み取り可能なプログラムが提供
され、下記の構成を含む。
　基地局について前述したとおり、基地局においてプログラムを実行させるとき、プログ
ラムは、参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させる。
【００１９】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、コンピュータ読み取り可能なプログラムを格納
する記憶媒体が提供され、下記の構成を含む。
　記憶媒体は、基地局について前述したとおり、参照信号に対する測定方法をコンピュー
タに実行させるコンピュータ読み取り可能なプログラムを格納する。
【００２０】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、コンピュータ読み取り可能なプログラムが提供
され、下記の構成を含む。
　ＵＥについて前述したとおり、ＵＥにおいてプログラムを実行させるとき、プログラム
は、参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させる。
【００２１】
　実施形態のさらに他の一側面によれば、コンピュータ読み取り可能なプログラムを格納
する記憶媒体が提供され、下記の構成を含む。
　記憶媒体は、ＵＥについて前述したとおり、参照信号に対する測定方法をコンピュータ
に実行させるコンピュータ読み取り可能なプログラムを格納する。
【発明の効果】
【００２２】
　基地局側において、ＵＥ側で干渉除去の処理を行ったのか否かを知ることを可能にし、
これにより基地局側において、参照信号の測定結果を正確に取得することができる。すな
わち、基地局側またはＵＥ側によって、干渉除去に関して参照信号を処理するか否かを表
示する表示信号を送信することで、基地局側は、ＵＥ側で干渉除去の処理を行うのか否か
を知ることを可能にし、これにより基地局側において、参照信号の測定結果を正確に取得
することができる。
【００２３】
　以下、発明の説明ならびに図面を参照して、いくつかの実施形態を詳しく説明する。実
施形態の原理や使用手法についても同様である。ただし本願はこれらの記述のみに限定さ
れない。したがって実施形態には、種々の変形、改変、交換その他特許請求の範囲に記載
する範囲での均等な要素を含みうる。
【００２４】
　一つの実施形態について記載及び／又は図示された特徴は、同様な手法で他の実施形態
及び／又は他の実施形態との組み合わせにも適用できるものである。
【００２５】
　なお「含む／含んでいる」といった語は、本明細書で用いるときは、記述した特徴、整
数、ステップあるいは構成要素の存在を特定するものであるが、他の特徴、整数、ステッ
プ、構成要素もしくはグループを追加することを排除するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　以下の図面によって一層理解が深まる。図中の構成要素は、開示内容を明確に表すため
に不必要に拡大／縮小したり強調したりはしていない。しかし理解を容易にするためには
、誇張したりまたは弱めたりしている。図面に記載する要素や特徴は、他の図面に記載す
る要素や特徴と組み合わせてもよい。さらに、似た参照番号は全図を通して対応する部分
を表し、また他の実施形態においても同様の部分であることを意味する。
【００２７】
【図１】ヘテロジニアス・ネットワークにおいて、マクロセルとピコセルとが共存する場
合を図解的に示す図である。
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【図２】基地局側における実施形態１に係る測定方法のフローチャートである。
【図３】実施形態１における基地局の構成を図解的に示す図である。
【図４】ＵＥ側における実施形態２に係る測定方法のフローチャートである。
【図５】実施形態２におけるＵＥの構成を図解的に示す図である。
【図６】基地局側における実施形態３に係る測定方法のフローチャートである。
【図７】実施形態３における基地局の構成を図解的に示す図である。
【図８】基地局側における実施形態４に係る測定方法のフローチャートである。
【図９】ＵＥ側における実施形態４に係る測定方法のフローチャートである。
【図１０】実施形態４に係る他の測定方法のフローチャートである。
【図１１】実施形態４におけるＵＥの構成を図解的に示す図である。
【図１２】実施形態４における基地局の構成を図解的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　開示された実施形態の特徴およびさらなる局面を以下の説明ならびに添付図面によって
明らかにする。ここに、特定の実施形態は本願の原理を適用できる手法を示すものとして
説明済みである。しかし本願の開示はそれに限定するものではない。むしろ実施形態の開
示は、添付する特許請求の範囲の精神の下ですべての変更、修正、均等物を含むものであ
る。
【００２９】
　ＡＢＳ（Almost Blank Subframe）方式において、マクロ基地局の共通参照信号ＣＲＳ
（Common Reference Signal）は通常電力で送信されるので、ピコ基地局に対して強い干
渉を及ぼす。マクロ基地局のＣＲＳとピコ基地局のＣＲＳとが衝突する場合、チャネル推
定復調のためにＣＲＳを用いるときそのＣＲＳに対して干渉除去が行われることを要する
。
【００３０】
　無線リソース管理ＲＲＭ（Radio Resource Management）測定において、ピコＵＥおよ
びマクロＵＥによって設定された制限内にあるピコセルの測定においては、実際の復調性
能を反映させるために、隣接セルで衝突する両ＣＲＳに対して干渉除去が行われることを
要する。もしＵＥによってその干渉除去が行われなければ、ネットワーク側において修正
される必要がある。したがってＲＲＭ測定において、基地局（ｅＮＢ）は、報告された測
定結果に対して干渉除去が採用されているか否かを知る必要がある。
【００３１】
　さらに、２つのチャネル状態情報ＣＳＩ（Channel State Information）測定セットを
用いて構成されるピコＵＥにおいては、その測定セットの一方がＡＢＳリソース性能を反
映し、その測定セットの他方が非ＡＢＳ性能を反映する。ＡＢＳリソース性能を反映する
測定セットについて、ピコＵＥはそれに対して干渉除去を行う必要がある。しかし既存の
プロトコルに基づくと、ＵＥは干渉除去を行う必要がある測定セットを識別することがで
きない。
【００３２】
　ＵＥ側が干渉除去の処理を行うか否かを基地局側が知る必要がある場合についての上記
の説明では、ＣＲＳ（Common Reference Signal）を一例として取り上げた。しかし本願
の開示においては、それに限定することなく実際の状況に応じてある特定のケースや参照
信号を考慮しても良い。
　実施形態１
【００３３】
　本願の開示における実施形態により、無線リソース管理測定に適用できる、参照信号の
測定方法が提供される。図２は、基地局側における実施形態１に係る測定方法のフローチ
ャートである。本図に示すように、その方法は次のステップを含む。
　ステップ２０１：ＵＥを無線リソース管理測定を用いて構成する場合、基地局は、干渉
除去について参照信号を処理するか否かを表示する表示情報を、ＵＥに送信する。
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　ステップ２０２：基地局は、ＵＥから送信された無線リソース管理測定の結果を、ＵＥ
から受信する。
【００３４】
　この実施形態においては、ＵＥは参照信号を用いてＲＲＭ測定を行うことができ、その
参照信号は共通参照信号ＣＲＳで良い。しかしそれに限定されるものではなく、実際の状
況に応じてある特定の参照信号とすることもできる。
【００３５】
　この実施形態において、上記表示情報は情報要素ＩＥ（Information Element）によっ
て伝えることができ、CellsToAddMod IEに付加される１ビット情報であって良い。すなわ
ち、ＣＲＳ干渉技術の表示を使用する必要があるか否かのために、測定構成（measuremen
t configuration）内に１ビットＩＥを付加することができ、CellsToAddMod IE内での表
示に使用する。この場合、関連する技術についてはCellsToAddMod IEの特定の内容を参照
すればよいが、ここではこれ以上の説明は行わない。
【００３６】
　例えば「０」は、ＵＥがＣＲＳ干渉技術を使用する必要がないことを表示するときに使
用し、「１」は、ＵＥがＣＲＳ干渉技術を使用する必要があることを表示するときに使用
することができる。ただしこれに限定しない。例えばその表示のために複数ビットを用い
ても良いし、実際の状況に応じて特定のモードを採用しても良い。
【００３７】
　特定のモードとしては、基地局がマクロ基地局であり、そしてＵＥはそのマクロ基地局
のもとで通信する。すなわち、ＵＥはマクロＵＥである。この場合上記ステップ２０１は
、ＵＥの測定対象がＡＢＳを用いて構成されるマイクロ基地局であるとき、基地局が表示
情報をＵＥに送信することを含んでも良い。
【００３８】
　上記の場合において、マクロ基地局が上記測定構成（measurement configuration）を
実施するとき、もし測定対象がＡＢＳ構成のピコｅＮＢならば、マクロ基地局は、その測
定構成のＵＥに、ピコｅＮＢの測定において干渉除去のＣＲＳ処理を使用することが必要
か否か、通知する。
【００３９】
　他の特定のモードとしては、基地局はマイクロ基地局（例えばピコｅＮＢのような）で
あり、ＵＥはこのマイクロ基地局のもとで通信する。この場合上記ステップ２０１は次の
ようにしても良い。すなわち、ＵＥの測定対象がサービングセルである場合、マイクロ基
地局はＵＥに上記表示情報を送信する。
【００４０】
　上記の場合においてピコｅＮＢが、厳しい干渉を受けているピコＵＥに対して上記測定
構成を実施する場合、もし測定対象がサービングセルならば、ピコｅＮＢは測定構成のＵ
Ｅに対しサービングセルの測定において干渉除去のＣＲＳ処理を使用することが必要か否
か、通知することができる。
【００４１】
　本実施形態では、基地局は、ＵＥに対してＲＲＭ（Radio Resource Management）測定
構成（measurement configuration）の実施をするとき干渉除去について参照信号の処理
をするか否かを表示する表示情報をＵＥに送信しているので、その表示情報に基づいてＵ
Ｅ側において測定が行われ、そしてＲＲＭ測定の結果を基地局に送信することができる。
【００４２】
　すなわち上記測定構成（measurement configuration）として、基地局はＣＲＳ ＩＣ（
Interference Cancellation）の測定を使用すべきであると明確に表示し、そしてＵＥは
その測定においてＣＲＳ ＩＣ技術を使用する。そうでなければ、ＵＥは当該測定におい
てＣＲＳ ＩＣを使用しない。
【００４３】
　本実施形態では、基地局側においてＵＥから送信されたＲＲＭ測定結果を受信する。基
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地局は、測定構成のＵＥに対して干渉除去を用いる必要があるか否かを通知しているので
、基地局は受信した測定結果が干渉除去を使用しているか否かを知ることができ、したが
って当該測定結果を正確に処理できる。
【００４４】
　開示する実施形態ではさらに、上述の測定方法に相当する基地局を提供する。その内容
は上述の方法と同等であるが、それを超えるものではない。
【００４５】
　図３は、実施形態１における基地局の構成を図解的に示す図である。本図に示すとおり
、基地局３００は、情報送信部３０１と結果受信部３０２とを含む。基地局３００のその
他の構成部分については当該技術分野の対応する構成と同じであるから、これ以上の説明
はしない。
【００４６】
　情報送信部３０１は、ＵＥが無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を用いて構成される場合
、干渉除去について参照信号を処理するか否かを表示する表示情報を送信するように構成
される。そして、結果受信部３０２は、ＵＥから送信された無線リソース管理の結果を受
信するように構成される。
【００４７】
　あるモードでは、基地局がマクロ基地局であり、ＵＥはこのマクロ基地局のもとで通信
する。そして情報送信部３０１は、ＵＥの測定対象がＡＢＳを用いて構成されたマイクロ
基地局である場合、上記の表示情報を送信するように構成される。
【００４８】
　別のモードにおいては、基地局がマイクロ基地局であり、ＵＥはこのマイクロ基地局の
もとで通信する。そして情報送信部３０１は、ＵＥの測定対象がサービングセルである場
合、ＵＥに上記表示情報を送信するように構成される。
【００４９】
　上記の実施形態から分かるように、干渉除去について参照信号を処理するか否かについ
て表示する表示情報を、基地局がＵＥに送信することによって、ＵＥ側において、その表
示情報に基づいて参照信号を測定することを可能にする。したがって基地局側では、ＵＥ
側が干渉除去の処理を行うか否かを知るので、参照信号の測定結果を正確に取得すること
になる。
　実施形態２
【００５０】
　開示による実施形態は参照信号の測定方法を提供するもので、無線リソース管理（ＲＲ
Ｍ）測定に適用できる。図４は、ＵＥ側における実施形態２に係る測定方法のフローチャ
ートである。本図に示すとおり、当該測定方法は以下のステップを含む。
　ステップ４０１：ＵＥは、ＵＥが参照信号に対する無線リソース管理測定を行う場合、
干渉除去の処理を使用するか否かを選択する。
　ステップ４０２：無線リソース管理測定の結果と、干渉除去の処理が行われたことを表
示する表示情報とを、基地局に送信する。
【００５１】
　本実施形態において、ＵＥは参照信号を使用してＲＲＭ測定する。この参照信号はＣＲ
Ｓ（共通参照信号）であって良いが、これに限定しないし、実際の状況に応じて特定の参
照信号にしても良い。
【００５２】
　本実施形態のステップ４０１において、ＵＥは、セルに対する能力に基づいてＣＲＳ 
ＩＣ（Interference Cancellation）を使用することを選択しても良く、この場合は限定
されたサブフレームセット内においてのみ測定可能である。ここに当該能力はＵＥについ
て予め定義される。ただし本実施形態は、ＣＲＳ ＩＣをＵＥ自身の能力に応じて選択す
ることに限定せず、例えばＵＥの負荷状態に基づいて当該選択を行っても良い。また実際
の状況に応じて特定のモードを採用しても良い。
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【００５３】
　本実施形態において上記表示情報は、情報要素（ＩＥ）によって伝えられ、measResult
 IEに付加される１ビット情報であって良い。すなわち測定報告を行う場合、ＵＥは、当
該測定結果がＣＲＳ干渉除去技術を使用しているか否かを表示する１ビットを用いて良い
。そして、当該情報を表示するための１ビットがmeasResult IEに付加される。この場合
、関連する技術についてはmeasResult IEの特定の内容を参照すればよいが、ここではこ
れ以上の説明は行わない。
【００５４】
　例えば、「０」はＣＲＳ干渉技術を使用しないことを表すときに用い、「１」はＣＲＳ
干渉技術を使用することを表すときに用いる。ただしこれに限定せず、例えばその表示の
ために複数ビットを用いても良いし、実際の状況に応じて特定のモードを採用しても良い
。
【００５５】
　特定のモードとしては、基地局がマクロ基地局であり、そしてＵＥはそのマクロ基地局
のもとで通信し、ＵＥの測定対象は、ＡＢＳを用いて構成されたマイクロ基地局である。
【００５６】
　上記の場合において、マクロ基地局がマクロＵＥに対して上記測定構成（measurement 
configuration）を実施する場合、もしその測定対象がＡＢＳを用いて構成されたピコｅ
ＮＢならば、マクロ基地局は、そのマクロＵＥによるピコｅＮＢの測定が、あるサブフレ
ームセット内に限定されるように構成するであろう。
【００５７】
　また他の特定のモードとしては、基地局はマイクロ基地局であり、ＵＥはそのマイクロ
基地局のもとで通信し、そしてそのＵＥの測定対象はサービングセルである。
【００５８】
　上記の場合において、ピコｅＮＢが、厳しい干渉を受けているピコＵＥに対して測定構
成を実施する場合、もしその測定対象がサービングセルならば、ピコｅＮＢは、そのマク
ロＵＥによるサービングセルの測定があるサブフレームセット内に限定されるように構成
するであろう。
【００５９】
　本実施形態では、基地局は、ＵＥにより送信された測定報告と干渉除去の処理が行われ
ているか否かを表示する表示情報とを受信する。ＵＥは、その測定報告においてＣＲＳ干
渉除去を使用した測定結果を表示しているので、基地局は、受信した測定結果がＣＲＳ干
渉除去を使用しているか否かを知ることができる。
【００６０】
　開示する実施形態ではさらに、上述の測定方法に相当する基地局を提供する。その内容
は上述の方法と同等であるが、それを超えるものではない。
【００６１】
　図５は、実施形態２におけるＵＥの構成を図解的に示す図である。本図に示すとおり、
ＵＥ５００は、信号測定部５０１と、結果送信部５０２とを含む。ＵＥ５００のその他の
構成部分については当該技術分野の対応する構成と同じであるから、これ以上の説明はし
ない。
【００６２】
　信号測定部５０１は、参照信号に対して無線リソース管理測定を行う場合、干渉除去の
処理を行うか否かを選択するように構成される。そして結果送信部５０２は、無線リソー
ス管理測定の結果と干渉除去の処理が行われたか否か表示する表示情報とを、基地局に送
信するように構成される。
【００６３】
　あるモードでは、基地局はマクロ基地局であり、ＵＥはそのマクロ基地局のもとで通信
し、そのＵＥの測定対象はＡＢＳを用いて構成されたマイクロ基地局である。
【００６４】
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　別のモードでは、基地局はマイクロ基地局であり、ＵＥはそのマイクロ基地局のもとで
通信し、そしてそのＵＥの測定対象はサービングセルである。
【００６５】
　上記の実施形態から分かるように、干渉除去の実施を選択するか否かを、ＵＥによって
選択し、そして基地局に干渉除去を行うか否かを表示する表示情報を送信する。基地局は
、ＵＥ側が干渉除去の処理を行うか否かを知ることができるので、参照信号の測定結果を
正確に取得することになる。
　実施形態３
【００６６】
　開示による実施形態は参照信号の測定方法を提供するもので、チャネル状態情報測定に
適用できる。図６は、基地局側における実施形態３に係る測定方法のフローチャートであ
る。本図に示すとおり、この測定方法は次のステップを含む。
　ステップ６０１：基地局は、ＵＥをチャネル状態情報を用いて構成する場合、複数構成
のサブフレームセットに相当する複数の表示情報であって干渉除去について参照信号の処
理を行うか否かを表示する複数の表示情報を、ＵＥに送信する。
　ステップ６０２：基地局は、ＵＥから送信されたチャネル状態情報の結果を受信する。
【００６７】
　この実施形態では、基地局は、（例えばピコｅＮＢのような）マイクロ基地局であり、
ＵＥはこのマイクロ基地局のもとで通信するＵＥであって、例えばピコＵＥである。この
ＵＥは、参照信号（例えばＣＲＳのような）を用いてＣＳＩ（Channel State Informatio
n）測定を行う。
【００６８】
　この実施形態では、基地局は、csi-SubframePatternConfig-r10 IE内において２つのサ
ブフレームセット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、を構
成しても良い。ここに、これら２つのサブフレームセットの一方はＡＢＳリソース性能を
反映でき、その他方は非ＡＢＳ性能を反映できる。関連する技術については上記ＩＥの説
明や記述を参照すればよいが、ここではこれ以上の説明は行わない。
【００６９】
　この実施形態ではマイクロ基地局は、をそれぞれ参照信号に対し干渉除去を行っている
か否かを表示する表示情報を伴ったcsi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeS
et2-r10で構成して良い。すなわちピコｅＮＢは、csi-SubframePatternConfig-r10内にお
いて、上記２つのサブフレームセット内の上記ＣＳＩ測定が、ＣＳＩ干渉除去技術を使用
しているか否かを表示して良い。ここにその表示情報として１ビットを用いることができ
るが、これに限定しない。
【００７０】
　上述の説明は一例として、csi-SubframePatternConfig-r10 IE、　csi-MeasSubframeSe
t1-r10、csi-MeasSubframeSet2-r10を上げ、また表示情報の数を２とした。ただしこれに
限定せず、表示情報の数を２より大としても良い。また実際の状況に応じて特定のモード
を採用しても良い。
【００７１】
　この実施態様では、参照信号を測定する場合に、基地局側のＣＳＩ（Channel State In
formation）測定構成に応じて、干渉除去の処理を使用してもしなくても良い。すなわち
ＵＥは、測定構成においてＣＲＳ ＩＣ測定を使用すべきことを基地局が明確に表示する
ことに基づいて、ＣＲＳ ＩＣ技術を使用する。さもなければ、ＵＥは当該測定において
ＣＲＳを使用しない。
【００７２】
　本実施形態において基地局側は、ＵＥから送信されたＣＳＩ測定報告を受信する。ＣＳ
Ｉ測定構成において干渉除去を使用する必要があるか否かについてＵＥに対し通知してい
るので、ＵＥ側ではサブフレームセットが干渉除去の処理を必要とするか否かを識別でき
、基地局側においては受信した測定結果が干渉除去を使用していることを知ることができ
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、したがって測定結果を正確に処理できる。
【００７３】
　開示する実施形態ではさらに、上述の測定方法に相当する基地局を提供する。その内容
は上述の方法と同等であるが、それを超えるものではない。
【００７４】
　図７は、実施形態３における基地局の構成を図解的に示す図である。本図に示すように
、基地局７００は、情報送信部７０１と結果受信部７０２を含む。基地局７００のその他
の構成部分については当該技術分野の対応する構成と同じであるから、これ以上の説明は
しない。
【００７５】
　情報送信部７０１は、ＵＥがチャネル状態情報（Channel State Information）測定を
用いて構成される場合、複数構成のサブフレームセットに相当する複数の表示情報であっ
て干渉除去について参照信号を処理するか否かを表示する複数の表示情報をＵＥに送信す
るように構成される。そして結果受信部７０２は、ＵＥから送信されるチャネル状態情報
測定の結果を受信する。
【００７６】
　特定のモードとしては、基地局はマイクロ基地局であり、ＵＥはこのマイクロ基地局の
もとで通信する。マイクロ基地局は、csi-SubframePatternConfig-r10 IE内において２つ
のサブフレームセット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、
を構成でき、複数の表示情報は、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet
2-r10でそれぞれ採用される１ビット情報で良い。
【００７７】
　上記の実施形態から分かるように、基地局側で干渉除去について参照信号を処理するか
否かを表示する表示情報を伴う複数のサブフレームを構成することで、ＵＥ側では、その
表示情報に基づいて参照信号を測定することができる。したがって基地局側は、ＵＥ側で
干渉除去の処理を行うか否かを知ることができ、これにより参照信号の測定結果を正確に
取得できる。
　実施形態４
【００７８】
　開示による実施形態は参照信号の測定方法を提供するもので、チャネル状態情報測定に
適用できる。図８は、基地局側における実施形態４に係る測定方法のフローチャートであ
る。本図に示すとおり、この測定方法は次のステップを含む。
　ステップ８０１：ＵＥをチャネル状態情報測定を用いて構成する場合、基地局はＵＥに
対して構成した使用可能なＡＢＳセットを、ＵＥに送信する。
　ステップ８０２：基地局は、ＵＥから送信されたチャネル状態情報の測定結果を受信す
る。
【００７９】
　この実施形態では、基地局はマイクロ基地局であって、ＵＥはこのマイクロ基地局のも
とで通信し、ＵＥは参照信号（例えばＣＲＳのような）を使用してＣＳＩ測定を行うこと
ができる。
【００８０】
　この実施形態ではマイクロ基地局は、csi-SubframePatternConfig-r10内において２つ
のサブフレームセット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、
を構成して良い。構成の方法や、サブフレームセットの特定の内容および情報要素（ＩＥ
）について関連する技術を参照できるが、ここではこれ以上の説明は行わない。
【００８１】
　この実施形態では、ＣＳＩ測定を用いてＵＥを構成する場合、マイクロ基地局は、Radi
oResourceConfigDedicated内に、使用可能なＡＢＳ（available Almost Blank Subframe
）セットを構成できる。すなわちRadioResourceConfigDedicated内においてマイクロ基地
局はＵＥに、それによって構成される使用可能なＡＢＳセットを通知することができる。



(15) JP 2015-515214 A 2015.5.21

10

20

30

40

50

【００８２】
　図９は、ＵＥ側における実施形態４に係る測定方法のフローチャートである。本図に示
すとおり、当該測定方法は以下のステップを含む。
　ステップ９０１：ＵＥは、基地局から送信された使用可能なＡＢＳセットを受信する。
　ステップ９０２：ＵＥは、使用可能なＡＢＳセットと複数構成のサブフレームセットと
に基づいて、参照信号に対しチャネル状態情報測定を行うとき、干渉除去の処理を行うか
否かを決定する。
　ステップ９０３：ＵＥは、チャネル状態情報測定の結果を基地局に送信する。
【００８３】
　この実施形態では、複数のサブフレームセットは、マイクロ基地局のcsi-SubframePatt
ernConfig-r10 IE内のサブフレームセット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasS
ubframeSet2-r10、である。
【００８４】
　この実施形態では、ステップ９０２は以下のステップを含んで良い。
　csi-MeasSubframeSet1-r10と使用可能なＡＢＳセットとの交点（inetrsection）が空（
empty）でない場合、ＵＥは、csi-MeasSubframeSet1-r10の測定において干渉除去の処理
を使用するか、あるいは、
　csi-MeasSubframeSet2-r10と使用可能なＡＢＳセットとの交点が空でない場合、csi-Me
asSubframeSet2-r10の測定において干渉除去の処理を使用する。
【００８５】
　図１０は、実施形態４に係る他の測定方法のフローチャートであり、基地局側とＵＥ側
の双方から記載する。本図に示すとおり、当該方法は次のステップを含む。
　ステップ１００１：ＵＥをチャネル状態情報測定を用いて構成する場合、基地局は、Ｕ
Ｅに対して構成した使用可能なＡＢＳセットをＵＥに送信する。
　ステップ１００２：基地局から送信された使用可能なＡＢＳセットを受信後、使用可能
なＡＢＳセットと複数構成のサブフレームセットとに基づいて参照信号のチャネル状態情
報測定を行うとき、ＵＥは、干渉除去の処理を使用するか否か決定する。
ステップ１００３：ＵＥは、参照信号のチャネル状態情報測定を行う。
　ステップ１００４：ＵＥから基地局へ、チャネル状態情報測定の結果を送信する。
【００８６】
　この実施形態では、測定セットと使用可能なＡＢＳセットとの交点（intersection）が
空（empty）であるか否かに基づいて参照信号のチャネル状態情報測定を行う場合、ＵＥ
は、干渉除去を行うか否かを決定できる。そうするとＵＥは基地局に測定結果を送信する
。その測定結果を受信後、ＣＳＩ測定セットと使用可能なＡＢＳセットとの交点が空であ
るか否かに基づいて、基地局は受信した測定報告がＣＲＳ干渉除去技術を使用しているか
否かを判定できる。
【００８７】
　開示する実施形態はさらに、上述の方法に相当する基地局およびＵＥを提供する。その
内容は上述の方法と同等であるが、それを超えるものではない。
【００８８】
　図１１は、実施形態４におけるＵＥの構成を図解的に示す図である。本図に示すとおり
、ＵＥ１１００は、情報受信部１１０１と、信号測定部１１０２と、結果送信部１１０３
とを含む。ＵＥ１１００のその他の構成部分については当該技術分野の対応する構成と同
じであるから、これ以上の説明はしない。
【００８９】
　情報受信部１１０１は、基地局から送信された使用可能なＡＢＳセットを受信するよう
に構成され、信号測定部１１０２は、使用可能なＡＢＳセットと複数構成のサブフレーム
セットとに基づいて、参照信号に対するチャネル状態情報測定を行う場合、干渉除去の処
理を使用するか否かを決定するように構成され、結果送信部１１０３は、チャネル状態情
報測定の結果を基地局に送信する。
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【００９０】
　特定のモードにおいて、基地局はマイクロ基地局であり、そしてＵＥはこのマイクロ基
地局のもとで通信する。ここに、複数のサブフレームセットは、csi-SubframePatternCon
fig-r10 IE内にそのマイクロ基地局によって構成された２つのサブフレームセット、csi-
MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeSet2-r10、である。
【００９１】
　この実施形態では、信号測定部１１０２は、csi-MeasSubframeSet1-r10と使用可能なＡ
ＢＳセットとの交点が空でない場合、csi-MeasSubframeSet1-r10の測定において、干渉除
去の処理を使用するように構成されるか、または、csi-MeasSubframeSet2-r10と使用可能
なＡＢＳセットとの交点が空でない場合、csi-MeasSubframeSet2-r10の測定において、干
渉除去の処理を使用するように構成される。
【００９２】
　図１２は、実施形態４における基地局の構成を図解的に示す図である。本図に示すとお
り、基地局１２００は、情報送信部１２０１と結果受信部１２０２とを含む。基地局１２
００のその他の構成部分については当該技術分野の対応する構成と同じであるから、これ
以上の説明はしない。
【００９３】
　情報送信部１２０１は、ＵＥをチャネル状態情報測定を用いて構成する場合、ＵＥに対
して構成した使用可能なＡＢＳを、ＵＥに送信するように構成される。そして結果受信部
１２０２は、ＵＥから送信されたチャネル状態情報測定の結果を受信するように構成され
る。
【００９４】
　特定のモードとしては、基地局はマイクロ基地局であり、そしてＵＥはこのマイクロ基
地局のもとで通信する。マイクロ基地局は、RadioResourceConfigDedicated内に使用可能
なＡＢＳセットを構成する。そしてマイクロ基地局は、csi-SubframePatternConfig-r10 
IE内に２つのサブフレームセット、csi-MeasSubframeSet1-r10および csi-MeasSubframeS
et2-r10、を構成する。
【００９５】
　上記の実施形態から分かるように、基地局からＵＥ側に使用可能なＡＢＳセットを送信
することで、ＵＥ側は、使用可能なＡＢＳセットと測定セットとに基づいて干渉除去の処
理を行うか否かを決定する。したがって基地局側は、ＵＥ側が干渉除去の処理を行うか否
かを知ることができ、これにより参照信号の測定結果を正確に取得できる。
【００９６】
　開示の実施形態はさらに、コンピュータ読み取り可能なプログラムを提供する。ここに
、基地局について前述したとおり、基地局においてプログラムを実行させるとき、プログ
ラムは、参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させる。
【００９７】
　開示の実施形態はさらに、コンピュータ読み取り可能なプログラムを格納する記憶媒体
を提供する。ここに記憶媒体は、基地局について前述したとおり、参照信号に対する測定
方法をコンピュータに実行させるコンピュータ読み取り可能なプログラムを格納する。
【００９８】
　開示の実施形態はさらに、コンピュータ読み取り可能なプログラムを提供する。ここに
、ＵＥについて前述したとおり、コンピュータ読み取り可能なプログラムは、参照信号に
対する測定方法をコンピュータに実行させる。
【００９９】
　開示の実施形態はさらに、コンピュータ読み取り可能なプログラムを格納する記憶媒体
を提供する。ここに、ＵＥについて前述したとおり、コンピュータ読み取り可能なプログ
ラムは、参照信号に対する測定方法をコンピュータに実行させる。
【０１００】
　上述の装置及び方法は、ハードウェアまたはソフトウェアと組み合わせたハードウェア



(17) JP 2015-515214 A 2015.5.21

10

によって実現できる。開示によれば、かかるコンピュータ読み取り可能なプログラムが論
理デバイスにより実行される場合、当該論理デバイスは、当該装置あるいは構成要素を上
述したように動作させる。また開示によれば、上記プログラムを格納する記憶媒体は、ハ
ードディスク、フロッピーディスク（登録商標）、ＣＤ，フラッシュメモリ等である。図
示の機能ブロックは、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途
ＩＣ（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他プログ
ラマブル論理デバイス、ディスクリートハードウェア部品、又はその均等物で実現できる
。上記のものはまた、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組み合わせのような計算装置や
、マルチプロセッサ、ＤＳＰと組み合わせたマイクロプロセッサ、その類似の構成で実現
できる。
【０１０１】
　前述の説明は特定の実施形態を参照して行った。しかしその記述は容易な説明のためだ
けであり、開示の範囲を限定する意図ではないことは当業者ならば理解できる。また当業
者ならば、開示の精神および原理に基づいて種々の変更や改変が可能であり、それらもま
た開示の範囲内のものである。

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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